
入 札 公 告 

 
 
次 の と お り 総 合 評 価 落 札 方 式 に よ る 一 般 競 争 入 札 に 付 し ま す 。  
 
 

                                                             令 和 ６ 年 ２ 月 ７ 日  
 
 
                           国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 
                                総 務 部 長   佐 藤  匡 延  （ 公 印 省 略 ）  
 
 
１ ． 調 達 内 容 
 

（ １ ） 調 達 件 名 及 び 数 量       「 日 本 海 ズ ワ イ ガ ニ 等 底 魚 資 源 調 査 」 に 係 る 用 船  一 式  
 

（ ２ ） 調 達 仕 様    入 札 説 明 書 に よ る 。  
 

（ ３ ） 履 行 期 間    自 ） 令 和 ６ 年 ５ 月 ７ 日  
至 ） 令 和 ６ 年 ６ 月 ２ ８ 日  
 （ 但 し 、 ５ 月 ３ １ 日 か ら ６ 月 ４ 日 の 期 間 を 除 く ）  

 
（ ４ ） 履 行 場 所    入 札 説 明 書 に よ る 。  

 
（ ５ ） 入 札 方 法        入 札 金 額 は 、 用 船 料 １ ケ 月 分 に 相 当 す る 金 額 を 記 載 す

る こ と 。 ま た 、 落 札 決 定 に 当 た っ て は 、 入 札 書 に 記 載 さ
れ た 金 額 に 当 該 金 額 の １ ０ ０ 分 の １ ０ に 相 当 す る 額 を 加
算 し た 金 額 （ 当 該 金 額 に １ 円 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、
そ の 端 数 金 額 を 切 り 捨 て た 金 額 ） を も っ て 落 札 価 格 と す
る の で 、 入 札 者 は 、 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 に 係 る 課 税 事
業 者 で あ る か 免 税 事 業 者 で あ る か を 問 わ ず 、 見 積 も っ た
契 約 希 望 金 額 の １ １ ０ 分 の １ ０ ０ に 相 当 す る 金 額 を 入 札
書 に 記 載 す る こ と 。  

 
 
２ ． 競 争 参 加 資 格  

 
（ １ ） 国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 契 約 事 務 取 扱 規 程 （ 平 成 １ ３ 年 ４ 月 １ 日 付 け

１ ３ 水 研 第 ６ ５ 号 ） 第 １ ２ 条 第 １ 項 及 び 第 １ ３ 条 の 規 定 に 該 当 し な い 者 で あ る こ と 。  
 

（ ２ ） 令 和 ４ ・ ５ ・ ６ 年 度 国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 競 争 参 加 資 格 又 は 全 省 庁 統
一 資 格 の 「 役 務 の 提 供 等 契 約 」 の 業 種 「 調 査 ・ 研 究 」 、 「 賃 貸 借 」 又 は ｢ そ の 他 ｣ で
「 Ａ 」 、 「 Ｂ 」 、 「 Ｃ 」 又 は 「 Ｄ 」 い ず れ か の 等 級 に 格 付 け さ れ た 者 で あ る こ と 。 た だ
し 、 地 方 公 共 団 体 を 除 く 。  

 
（ ３ ） 国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 理 事 長 か ら 物 品 の 製 造 契 約 、 物 品 の 販 売 契 約 及

び 役 務 等 契 約 指 名 停 止 措 置 要 領 に 基 づ く 指 名 停 止 を 受 け て い る 期 間 中 で な い こ と 。  
た だ し 、 全 省 庁 統 一 資 格 に 格 付 け さ れ て い る 者 で あ る 場 合 は 、 国 の 機 関 の 同 様 の 指 名

停 止 措 置 要 領 に 基 づ く 指 名 停 止 を 受 け て い る 期 間 中 で な い こ と 。  
 

（ ４ ） 暴 力 団 員 に よ る 不 当 な 行 為 の 防 止 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ３ 年 法 律 第 ７ ７ 号 ） 第 ３ ２ 条
    第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 者 で な い こ と 。  
 
 
３ ． 入 札 説 明 書 等 の 交 付 方 法      競 争 参 加 希 望 者 は 、 以 下 に よ り 入 札 説 明 書 等 （ 入 札 説

明 書 、 入 札 心 得 書 、 契 約 書 案 、 入 札 書 様 式 、 委 任 状 様 式
等 ） の 交 付 を 受 け る こ と 。  
① 直 接 交 付  

神 奈 川 県 横 浜 市 金 沢 区 福 浦 ２ － １ ２ － ４  
国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構  
経 営 企 画 部  船 舶 管 理 課  
電  話  ０ ４ ５ － ７ ８ ８ － ７ ９ ８ ６  
Ｆ Ａ Ｘ  ０ ４ ５ － ７ ８ ８ － ７ １ ０ ２  

② 郵 送 に よ る 交 付  
封 書 に 「 日 本 海 ズ ワ イ ガ ニ 等 底 魚 資 源 調 査 に 係 る 用 船
入 札 説 明 書 希 望 」 と 記 入 し 、 返 信 用 封 筒 （ 角 ２ ） に ２
５ ０ 円 切 手 を 貼 付 し 、 上 記 ① あ て 郵 送 の こ と 。  

                                                            ③ メ ー ル に よ る 交 付  
任 意 書 式 に 「 日 本 海 ズ ワ イ ガ ニ 等 底 魚 資 源 調 査 に 係 る
用 船 入 札 説 明 書 メ ー ル に て 希 望 」 と 記 入 し 、 社 名 、 担
当 者 名 、 メ ー ル ア ド レ ス 、 電 話 番 号 を 記 載 の う え 、 上
記 ① あ て Ｆ Ａ Ｘ 送 信 す る こ と 。  

 
 
４ ． 入 札 説 明 会 の 日 時 及 び 場 所 等    仕 様 書 等 に 関 し 質 疑 が あ る 場 合 に は 、 令 和 ６ 年 ２ 月  

２ ７ 日 ま で に 上 記 ３ ． ① あ て に メ ー ル （ ア ド レ ス は 入 札
説 明 書 に 記 載 ） 又 は フ ァ ッ ク ス に て 質 疑 を 行 う こ と 。 当
日 ま で の 質 疑 を 取 り ま と め 、 回 答 は 入 札 説 明 書 受 領 者 全
員 に 対 し て 行 う と と も に 当 機 構 の ホ ー ム ペ ー ジ に て 公 表
す る こ と に よ り 入 札 説 明 会 に 代 え る 。  

な お 、 当 該 日 以 降 に 質 疑 が 発 生 し た 場 合 も 随 時 受 け 付
け 、 同 様 に 対 応 す る 。  

た だ し 、 質 疑 内 容 に 個 人 に 関 す る 情 報 で あ っ て 特 定 の
個 人 を 識 別 し 得 る 記 述 が あ る 場 合 及 び 法 人 等 の 財 産 権 等
を 侵 害 す る お そ れ の あ る 記 述 が あ る 場 合 に は 、 当 該 箇 所
を 伏 せ 又 は 当 該 質 疑 を 公 表 せ ず 、 質 疑 者 の み に 回 答 す る
こ と が あ る 。  

 



 
５ ． 提 案 書 の 提 出 方 法         入 札 者 は 入 札 説 明 書 に 示 す 提 案 書 を 、 下 記 ６ ． に 定 め

る 受 領 期 限 ま で に 提 出 場 所 に 正 １ 部 を 提 出 す る こ と 。  
 
 
６ ． 入 札 の 日 時 及 び 場 所 等  

 
（ １ ） 入 札 書 及 び 提 案 書 の     令 和 ６ 年 ３ 月 １ １ 日  １ ７ 時  

  受 領 期 限 及 び 提 出 場 所    ３ ． ① に 同 じ  
 

（ ２ ） 開 札 の 日 時 及 び 場 所     令 和 ６ 年 ３ 月 １ ９ 日  １ ４ 時  
神 奈 川 県 横 浜 市 金 沢 区 福 浦 ２ － １ ２ － ４  
国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構  
水 産 資 源 研 究 所  ビ デ オ ラ イ ブ ラ リ ー 室  

開 札 後 、 価 格 評 価 点 の 計 算 及 び 技 術 評 価 点 と の 合 計 作
業 が あ る た め 落 札 者 の 決 定 ま で に 時 間 を 要 す る こ と が あ
る 。 ま た 、 下 記 ７ ． で 不 合 格 と な っ た 者 の 入 札 書 は 開 札
し な い 。  

 
 
７ ． 提 案 書 の 審 査            入 札 者 が 提 出 し た 提 案 書 は 、 評 価 項 目 一 覧 （ 要 求 事

項 ） に 記 載 し て い る 評 価 基 準 に 基 づ き 審 査 し 、 点 数 を 決
定 す る 。 評 価 項 目 の う ち 基 礎 項 目 に つ い て は 、 基 礎 点 に
満 た な け れ ば 不 合 格 と な る 。  

 
 
８ ． そ の 他  

 
（ １ ） 契 約 手 続 き に お い て  

使 用 す る 言 語 及 び 通 貨    日 本 語 及 び 日 本 国 通 貨 。  
 

（ ２ ） 入 札 保 証 金 及 び 契 約 保 証 金  免  除 。  
 

（ ３ ） 入 札 の 無 効            本 公 告 に 示 し た 競 争 参 加 資 格 の な い 者 の 提 出 し た 入 札
書 及 び 入 札 に 関 す る 条 件 に 違 反 し た 入 札 書 は 無 効 と す
る 。  

 
（ ４ ） 契 約 書 作 成 の 要 否      要 。  

 
（ ５ ） 落 札 者 の 決 定 方 法         予 定 価 格 の 制 限 の 範 囲 内 で あ り 、 か つ 、 基 礎 項 目 の

要 求 を す べ て 満 た し て い る 提 案 を し た 入 札 者 の 中 か ら 、
総 合 評 価 の 方 法 を も っ て 落 札 者 を 決 定 す る も の と す る 。  

た だ し 、 落 札 者 と な る べ き 者 の 入 札 価 格 に よ っ て は 、
そ の 者 に よ り 当 該 契 約 の 内 容 に 適 合 し た 履 行 が な さ れ な
い お そ れ が あ る と 認 め ら れ る と き 、 又 は そ の 者 と 契 約 を
締 結 す る こ と が 公 正 な 取 引 の 秩 序 を 乱 す こ と と な る お そ
れ が あ る と 認 め ら れ る 場 合 は 、 予 定 価 格 の 制 限 の 範 囲 内
の 価 格 を も っ て 入 札 し 、 入 札 説 明 書 等 で 示 す 要 求 事 項 の
う ち 必 須 項 目 の 要 求 を 全 て 満 た し て い る 提 案 を し た 他 の
者 の う ち 総 合 評 価 の 方 法 を も っ て 落 札 者 を 決 定 す る こ と
が あ る 。  

 
（ ６ ） 競 争 参 加 者 は 、 入 札 の 際 に 国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 の 資 格 審 査 結 果 通 知

書 写 し 又 は 全 省 庁 統 一 資 格 の 資 格 審 査 結 果 通 知 書 写 し を 提 出 す る こ と 。 た だ し 、 地 方 公
共 団 体 を 除 く 。  

 
（ ７ ） 詳 細 は 入 札 説 明 書 に よ る 。  

 
 
９ ． 契 約 に 係 る 情 報 の 公 表  

 
（ １ ） 公 表 の 対 象 と な る 契 約 先  

次 の ① 及 び ② い ず れ に も 該 当 す る 契 約 先  

①  当 機 構 に お い て 役 員 を 経 験 し た 者 （ 役 員 経 験 者 ） が 再 就 職 し て い る こ と 又 は 課 長

相 当 職 以 上 の 職 を 経 験 し た 者 （ 課 長 相 当 職 以 上 経 験 者 ） が 役 員 、 顧 問 等
※ 注 １

と し

て 再 就 職 し て い る こ と  

②  当 機 構 と の 間 の 取 引 高 が 、 総 売 上 高 又 は 事 業 収 入 の ３ 分 の １ 以 上 を 占 め て い る こ

と
※ 注 ２

 
※ 注 １   「 役 員 、 顧 問 等 」 に は 、 役 員 、 顧 問 の ほ か 、 相 談 役 そ の 他 い か な る 名 称 を 有 す

る 者 で あ る か を 問 わ ず 、 経 営 や 業 務 運 営 に つ い て 、 助 言 す る こ と 等 に よ り 影 響 力
を 与 え る と 認 め ら れ る 者 を 含 む 。  

※ 注 ２   総 売 上 高 又 は 事 業 収 入 の 額 は 、 当 該 契 約 の 締 結 日 に お け る 直 近 の 財 務 諸 表 に 掲
げ ら れ た 額 に よ る こ と と し 、 取 引 高 は 当 該 財 務 諸 表 の 対 象 事 業 年 度 に お け る 取 引
の 実 績 に よ る 。  

 
（ ２ ） 公 表 す る 情 報  

上 記 （ １ ） に 該 当 す る 契 約 先 に つ い て 、 契 約 ご と に 、 物 品 役 務 等 の 名 称 及 び 数 量 、 契
約 締 結 日 、 契 約 先 の 名 称 、 契 約 金 額 等 と 併 せ 、 次 に 掲 げ る 情 報 を 公 表 す る 。  

①  当 機 構 の 役 員 経 験 者 及 び 課 長 相 当 職 以 上 経 験 者 （ 当 機 構 Ｏ Ｂ ） の 人 数 、 職 名 及 び
当 機 構 に お け る 最 終 職 名  

②  当 機 構 と の 間 の 取 引 高  
③  総 売 上 高 又 は 事 業 収 入 に 占 め る 当 機 構 と の 間 の 取 引 高 の 割 合 が 、 次 の 区 分 の い ず

れ か に 該 当 す る 旨  
３ 分 の １ 以 上 ２ 分 の １ 未 満 、 ２ 分 の １ 以 上 ３ 分 の ２ 未 満 又 は ３ 分 の ２ 以 上  

④  一 者 応 札 又 は 一 者 応 募 で あ る 場 合 は そ の 旨  
 

（ ３ ） 当 機 構 に 提 供 し て い た だ く 情 報  
①  契 約 締 結 日 時 点 で 在 職 し て い る 当 機 構 Ｏ Ｂ に 係 る 情 報 （ 人 数 、 現 在 の 職 名 及 び 当



機 構 に お け る 最 終 職 名 等 ）  
②  直 近 の 事 業 年 度 に お け る 総 売 上 高 又 は 事 業 収 入 及 び 当 機 構 と の 間 の 取 引 高  

 
（ ４ ） 公 表 日  

契 約 締 結 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 原 則 と し て ７ ２ 日 以 内 （ ４ 月 に 締 結 し た 契 約 に つ い て
は 原 則 と し て ９ ３ 日 以 内 ）  

 
（ ５ ） そ の 他  

当 機 構 ホ ー ム ペ ー ジ （ 契 約 に 関 す る 情 報 ） に 「 国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構
が 行 う 契 約 に 係 る 情 報 の 公 表 に つ い て 」 が 掲 載 さ れ て い る の で ご 確 認 い た だ く と と も
に 、 所 要 の 情 報 の 当 機 構 へ の 提 供 及 び 情 報 の 公 表 に 同 意 の 上 で 、 応 札 若 し く は 応 募 又 は
契 約 の 締 結 を 行 っ て い た だ く よ う ご 理 解 と ご 協 力 を お 願 い い た し ま す 。  

な お 、 応 札 若 し く は 応 募 又 は 契 約 の 締 結 を も っ て 同 意 さ れ た も の と み な さ せ て い た だ
き ま す の で 、 ご 了 知 願 い ま す 。  

 
 
１ ０ ． 公 的 研 究 費 の 不 正 防 止 に か か る 「 誓 約 書 」 の 提 出 に つ い て  
 

当 機 構 で は 、 国 よ り 示 さ れ た 「 研 究 機 関 に お け る 公 的 研 究 費 の 管 理 ・ 監 査 の ガ イ ド ラ イ ン
（ 実 施 基 準 ） 」 （ 平 成 １ ９ 年 ２ 月 １ ５ 日 文 部 科 学 大 臣 決 定 ） に 沿 っ て 、 公 的 研 究 費 の 契 約 等
に お け る 不 正 防 止 の 取 り 組 み を 行 っ て お り 、 取 り 組 み の ひ と つ と し て 、 取 引 先 の 皆 様 に 「 国
立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 と の 契 約 等 に あ た っ て の 注 意 事 項 」 （ U R L ： h t t p : / / w w w . f
r a . a f f r c . g o . j p / k e i y a k u / p l e d g e _ r e q u e s t / n o t e _ c o n t r a c t . p d f ） を ご 理 解 い た だ き 、 一 定 金 額
以 上 の 契 約 に 際 し て 、 当 該 注 意 事 項 を 遵 守 す る 旨 の 「 誓 約 書 」 の 提 出 を お 願 い し て い ま す 。  

公 的 研 究 費 の 不 正 防 止 関 係 書 類 （ ① 公 的 研 究 費 の 不 正 防 止 に か か る 「 誓 約 書 」 の 提 出 に つ
い て 、 ② 国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 と の 契 約 等 に あ た っ て の 注 意 事 項 、 ③ 誓 約
書 ） は 、 入 札 説 明 書 に 添 付 し ま す の で 、 契 約 相 手 方 と な っ た 場 合 は 、 誓 約 書 の 提 出 を お 願 い
し ま す 。  

な お 、 当 機 構 の 本 部 、 研 究 所 、 開 発 調 査 セ ン タ ー 、 水 産 大 学 校 い ず れ か １ 箇 所 に １ 回 提 出
し て い た だ け れ ば 、 当 機 構 内 の 次 回 以 降 の 契 約 で は 再 提 出 す る 必 要 は あ り ま せ ん 。  

 



用 船 仕 様 書           

 

 

１．調  査  名         日本海ズワイガニ等底魚資源調査 

 

２．調査目的・概要    

我が国周辺水域における水産資源の回復と持続的利用を図るために必要な科学的基礎と

なる主要魚種の資源評価の的確な実施に資する水産資源調査・評価推進委託事業の一環と

して、日本海において面積密度法を用いてズワイガニ等底魚類の現存量の直接推定等を行

うことを目的とする。 

 

３．調 査 内 容 

着底トロール曳網による甲殻類および魚類採集（曳網回数 約 145回） 

・水深約 200～500ｍ、曳網時網口高さ約 3m×網口幅約 17m×長さ約 54m×曳網距離約

2,800ｍ、船速約 3 ノットで着底トロール曳網によるトロール採集を行う。着底トロー

ル網のトロールウィンチ取付及び曳網等に係る操作は乗組員が行う。 

・本調査で使用する着底トロール網（ニチモウ製 NOB-81-K1、網口開口幅約 17 m、重量

1トン）及びネットレコーダー発信器（古野電気製 CN-2220）は当機構が用意する。 

・約 20曳網では、他調査船との並行操業を行う。 

・トロール網に STD（JFE アドバンテック社製 RINKO-Profiler、当機構で用意）を装

着して水温・深度・塩分の測定を行う。 

 

４．調査必要装備（本調査を実施可能な機能を有し、用船期間中に使用可能な状態（精密機

器の校正等含む）で船舶に整備されていること。） 

①トロールウィンチ １台 

②オッターボード 1式 

③魚群探知機 １式 

④漁網監視装置 １式 

⑤ネットレコーダー受波器 １式 

 （当機構が用意するネットレコーダー発信器を受信可能であること。） 

⑥冷凍設備 約 16ｍ3 

・調査サンプルを保存するため、冷凍温度－25℃以下の温度設定可能及び上記体積を確

保した冷凍設備を有すること。なお、冷却システム等は問わないものとする。 

 

５．総 ト ン 数           500トン以下 

 

６．乗船調査員数       （同時期に乗船する最大調査員数）：６名 

 

 



７．用  船  期  間  令和６年５月７日～令和６年６月２８日 

        （但し、５月３１日から６月４日の期間を除く） 

 

８．運  航  予  定 

  第１次航海   令和６．５． ７  用船開始、調査機材等搬入、香住港（用船開始 

港）出港 

          令和６．５．１９  香住港（寄港地港）入港 

          令和６．５．２０  香住港（寄港地港）出港 

          令和６．５．３０  境港（用船解除港）入港 

          令和６．５．３０  用船解除、燃油積込 

 

第２次航海   令和６．６． ５  用船開始、香住港（用船開始港）出港 

          令和６．６．１６  金沢港（寄港地港）入港 

          令和６．６．１８  金沢港（寄港地港）出港 

          令和６．６．２７  新潟港（用船解除港）入港 

          令和６．６．２８  調査機材等搬出、用船解除、燃油積込 

 

９．調 査 海 域         日本海西部海域 

 

10．調 査 海 域 図        

 

    ※ 青色が第１次、赤色が第２次航海における調査点をそれぞれ示す。 

    ※ 両航海とも、調査は西側の調査点から東側に向かい行う。 

 

11．担 当 研 究 所         水産資源研究所 
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12．そ  の  他   

①詳細については担当職員の指示に従うこと。 

②運航にあたっては、第三者所有漁具等への事故が発生しないよう細心の注意を払うもの

とする。なお、運航に関する事項については、本仕様書に定めるもののほか別添「漁業

調査船に関する用船仕様書」によるものとする。 

③用船契約期間中に消費した燃油は当機構が別途供給するものとする。 

④用船開始港、寄港地港及び第１次航海の用船解除港については調査に支障の無い範囲内

で請負業者と協議の上、変更することができるものとする。 


